
 

 

人権だより （令和５年度９月号） 

                   川之石高校人権委員会 担当 ２年次１組 

 

 

朝夕は少しずつ秋の気配が感じられるようにな

りました。３年次生が進路決定に向けて一生懸命

努力しています。１・２年次生も自分の進路を決

める重要な時期になりました。人権委員会では、

先月の八幡浜高校での研修会に続き、校内でも人

権委員会で研修会を行いました。 

 

「人の森へ with 人権の羅針盤」という、７分ほどで見られる動画を視聴しました。そ

の動画に登場した方々の生き方と、それを見た人権委員の感想を紹介します。 

 

血管腫のある「ユニークフェイス」と共に生きるあずみさん。「This is me、私は私。」 

 

・「自分は自分、これが私。」という考えを持っていてたくましいと思いました。誰でも

自分のしたいことが自由にできる世の中になるために、偏見や差別意識がなくなればい

いと思いました。 

・人権とは、「私も幸せになること」だと思いました。ありのままの私で生き、私色に染

まっていけるようにしたいです。 

 

 LGBTQ＋  

◇男性に生まれたが、高２でカミングアウトを決意。大学３年に念願の性別適合手術を受

け、身も心も戸籍も女性になった未悠さん。 

◇女性に生まれたが、男性になりたかった前田良さん。初潮が来て泣き、だれにも相談で

きなかったが、海外で性別適合手術を受けた。その後最愛の人と出会い結婚し、父親に

なった。パートナーと「パパは女子高生だった」という本を書いている。 

◇「オトコ、オンナ、３つ目は何だろう、自分は人間の進化の迷い子か？」と自分の性別

をディートリッヒ（ドイツ語で、男性の名前としてよく使われる。）と言っている。

「自分の性別は、自分を見た人が判断してくれれば良い。」 

 

・未悠さんは元々動画を投稿されているので知っていまし

た。「人の森へ」の動画で、性別と向き合うことの難しさ

についてさらに知ることができました。苦しみは人それぞ

れ違います。自分も悩んでいることはたくさんあります

が、この動画を見て元気が出ましたし、毎日を前向きに過

ごしていこうと思えました。 

・動画を視聴して、改めて性の多様性に気が付きました。ま

た、それに対する差別が根強いことも分かりました。自分 ディートリッヒさん 



 

 

は自分らしく生きて、自分にしかできないことをしていきたいです。 

・自分の性別が分からない、見た人が決めてくれればいいという人がいるのを初めて知り

ました。それでも自分は自分らしく生きようと思う考え方が素敵だと思いました。 

・男と女という２つの性にとらわれず、自分のありたい姿でまっすぐに生きていることが

すごいと思いました。友人たちの支えがあって「今は楽です。」と言えることもこの人

の素直さを表していると思いました。ありのままの自分を受け入れてくれる人がいれば、

過ごしやすいのだということも分かりました。 

 

濡れたり汚れたりするのが好き！覆われることも好きな ai さん。自分だけの劣等感 

だと思っていたけど、アートとして表現することによって心が解き放たれた。 

 

・今回の動画の中で、「ウエット＆メッシー」だけ知りませんでした。「濡れたり汚れた

りすることが好き！」だという人もいるのだと理解することができました。 

・改めて色々な生き方があるなと感じました。誰かに頼るのではなく自力で自分を表現し

ていてすごいと思いました。また「自分らしく生きる」ということがとても大切なこと

なのだと思いました。 

 

部落出身であることを恥ずかしがらず、「そのまま・まるごと・ありのまま、生きていま

す。」と言い切る坂田愛梨さんと瑠梨さんの姉妹。「部落出身を否定することは、おばあ

ちゃんやお母さんやご先祖様を否定すること。それは絶対にイヤ！」 

 

・愛梨さん・瑠梨さんの姉妹がすごいと思いました。色々な差別や偏見などに悩まされて

きたにもかかわらず、自分らしく生きて、差別と闘っていました。 

・動画の中の人たちは、ハンディを感じさせないほど強く生きていて尊敬します。自分の

悩みや苦しみがちっぽけに思えてきました。ありのままの自分で人生を楽しめるように、

自分の気持ちを大切に生きていきたいです。 

 

社会学者として 40 年、部落問題に取り組んできた江嶋修作さん。「自分の中にある不満

とかジェラシーとか汚いものをベチャッと取り出し、誰かに向かって投げつけ解消する。

その行為を子どもの世界では“いじめ”大人の世界では“差別”と言うんです。差別をな

くすのは簡単です。汚くて醜くてイヤらしい自分から解放されればいいんです。」 

 

・江嶋さんの「差別する側が恥ずかしさを感じず、差別をされる側が恥ずかしいと思うの

は変だ。差別する側が悪いのではなく、差別する側に問題がある。」という言葉が心に

残りました。動画に出ていた人は皆それぞれ違う生き方をしているけれど、他人の目に

負けず、自分らしく生きようとしている思いが伝わりました。 

 

 

 

 

みなさんは、どうですか。ありの

ままの自分が、好きですか。 

今の自分を認めてあげることがで

きていますか。 

 

 


